
 

 

 

 

 
 

「実りの秋」 

副校長  阿部 貴広 

 

朝晩は涼しい空気が心地よい時期となりました。日中の暑さを受けてか、朝晩は少し寒いくらいに感じま

す。しかし、今年も残暑が厳しく、全国的にもまだ高温傾向が続き、10月半ばも異例の残暑となるようで

す。そうなると朝晩の寒暖差が大きくなり、体調を崩しやすくなります。衣服などで調節しながら、体調管

理に努めていきたいものです。 

 ２学期当初は、熱中症警戒アラートの発令と暑さ指数（ＷＢＧＴ）31以上の危険数値により、外での活

動が制限された日が多くありましたが、幾分暑さも和らぎ、休み時間の校庭は子供たちの元気な声で溢れて

います。これからいよいよ秋本番。この季節は物事に集中して取り組むことに適した時期で、芸術の秋、ス

ポーツの秋、読書の秋など、様々な秋の取組があります。今年も例年以上に残暑が続いている影響で「秋」

を感じる期間は短いかもしれませんが、少しでも秋のよさを感じて過ごしてほしいと思います。 

 「読書の秋」。「本」という漢字は、「木」の根の部分に印を付けた文字です。なぜ、目に見える枝や葉の

部分ではなく、目に見えない根の部分に印を付けたのでしょう。根は木を支える大切なところで、生きるた

めに大切な水や栄養を吸収するところです。多くの植物は枝を切り落としても根が残っていれば、再び葉を

茂らせることができます。逆に根が枯れてしまえば、芽が出ることはありません。「読書は、人の精神の食

物なり」これは、明治・大正時代の文学者、大町桂月さんの言葉です。「読書は心の大事な栄養素」という

ことになります。この「心の栄養素」とは、読書好きになること、読書力がつくこと、語彙が豊かになるこ

と、そして、他人に対する思いやりの気持ちが育つことなどです。このような素晴らしい効果があることを

理解し、学校でも様々な読書活動が行われています。ＰＴＡ図書ボランティアさんによる読み聞かせや古本

交換会などの取組も行われています。子供たちにとって毎日の生活に読書を入れ、本を読むことで脳をしっ

かりと使い、心にたくさんの栄養素を取り入れてほしいと思います。 

 「スポーツの秋」。先日、国立競技場で開催された陸上の世界選手権東京大会が 21日に閉幕しました。34

年ぶりの東京大会。日本勢はもちろん、海外の超人たちが躍動した９日間の大舞台。世界新記録が誕生した

り、競技後に互いの健闘を称え合ったり、興奮と感動と鳥肌の連続で、大変素晴らしい大会でした。６年生

は 10月 17日の体育大会に向けて、連日、練習に励んでいます。６年生にとってこの世界陸上は大きな刺激

になったことでしょう。 

さて、お子さんの「土踏まず」をじっくりとご覧になったことはありますか。土踏まずは、直立歩行する

人間の大きな特徴です。足裏にアーチ形状の隙間があることで、小指・親指・かかとの３点に力が入り体を

支えています。近年、その土踏まずの低い子供が増えているそうです。「土踏まず」がつくる隙間はクッシ

ョンの働きをしており、それがないと地面からの衝撃の吸収や緩和が難しく、足全体の負担が大きくなり、

少し歩いても疲れやすくなります。では、どうして「土踏まず」ができにくくなるかと言えば、地面を蹴

る、足の指を曲げたり伸ばしたりして体を支える生活や運動が減ってきているというのです。例えば電車や

バスに乗車した際、つい空席を探してしまいがちですが、立って乗れば、車体の揺れに合わせて自然に足の

指を曲げたり伸ばしたりしながら足の指に力を入れています。また、家の中で動かない時間が増えれば、自

ずと足の指を鍛える機会は減っていきます。日常の生活習慣の中で、お子さんと『健康づくりを考える秋』

というのもいかがでしょうか。 

 

皆さんの「○○の秋」は何でしょう。ぜひ堪能して、素敵な秋を過ごしてください。 
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GIGAスクールの取組 

 GIGAスクール部 須貝 恒希 

全校児童にタブレットが配布されて５年目となりました。撮影機能を使った理科の観察や体育での自

分のフォームの確認、学習アプリを使った意見の共有など、授業の内外を問わず、様々な場面でタブレ

ットが活用されています。学習の特質に合わせてタブレットを使い、児童の主体的で深い学びにつなが

るよう、授業実践を積み重ねていきます。 

          

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生の学習の様子 
 ４年１組担任 宮脇 礼 

長い夏休みを終えて、２学期が始まってから 
1カ月が経ちました。 
本校では、中学校への円滑な引き継ぎを行うため、 
高学年から一部教科担任制を実施しておりますが、 
４年生も２学期より実施を始めました。担任以外の 
学年教員と授業をしていくことに、徐々に慣れてい 
っている様子が見られます。学年の教科指導におけ 
る差が生まれないように、統一した指導を行ってま 
いります。 

 

専科授業の様子 
音楽専科 金子 未奈  図画工作専科 浦島 史果  

３年生以上の図画工作・音楽の授業は、専門的な用具がそろった教室環境の中、専科教員が
授業を行っています。 
 図画工作では、９月の学校公開において作品展示を行いました。３年生は地域を盛り上げて
くれるマスコット、４年生は校庭の木々を描いた作品、５年生は江戸川区の伝統工芸品である
和傘、６年生は芸術作品を鑑賞して良さを取り入れた表現などに取り組みました。子供たち一
人一人の工夫や努力が形となり、個性あふれる多彩な作品が並びました。図工での学びと表現
の楽しさを感じられる展示になりました。 
 音楽では、11月の「三小まなびピア」に向けて、４年生と６年生が合唱や合奏の学習に取り
組んでいます。２つのパートに分かれる合唱、様々な種類の楽器を用いる合奏、どちらも一人
一人に大切な役割があります。子供たちが役割を果たしながら、学年全員で素敵な音楽をつく
り上げていけるように学習を進めていきます。 
 ３年生と５年生は音楽発表ではありませんが、リコーダーや歌の学習に意欲的です。２学期
に入り、音色や歌声のきれいさにもこだわるようになりました。 
 図画工作、音楽ともに、子供たちが楽しみながら、のびのびと表現できる授業を目指していき
たいと思います。 

 


